
210　
『
種
蒔
く
人
』
と
『
ク
ラ
ル
テ
』
の
翻
訳

211  

ラ
デ
ィ
ゲ
、
波
達
夫
訳
『
肉
体
の
悪
魔
』
と
土

井
逸
雄

212　

ク
ラ
ル
テ
社
『
ク
ラ
ル
テ
』、
吉
田
文
治
と
更

生
閣
、
高
橋
貞
樹
『
被
差
別
部
落
一
千
年

史
』

213　

左
翼
系
出
版
社
、
南
蛮
書
房
、『
絵
入
版
ロ
シ

ヤ
大
革
命
史
』

214　

福
田
久
道
と
成
光
館
版
『
明
治
文
学
研
究
』

215　

西
東
書
林
、
土
方
定
一
『
近
代
日
本
文
学
評

論
史
』、
飯
島
正
『
新
映
画
論
』

216　

伊
東
六
郎
、
古
典
文
学
研
究
会
、
向
陵
社
版

『
神
曲
』

217　

万
有
文
庫
と
河
原
万
吉
、
潮
文
閣
と
高
島
政

衛

218　

植
竹
書
院
の
出
版
物
と
そ
の
後
の
行
方

219　

籾
山
書
店
の
『
文
明
』
と
永
井
荷
風

　
　

近
代
出
版
史
探
索
Ⅱ　

目 

次

201　

春
秋
社
と
文
藝
春
秋
社
出
版
部

202　

宇
野
浩
二
『
文
芸
夜
話
』
と
金
星
堂
「
随
筆

感
想
叢
書
」

203　

矢
島
一
三
、
中
興
館
、
海
外
文
芸
叢
書
『
七

死
刑
囚
物
語
』

204　

秋
田
雨
雀
『
国
境
の
夜
』、
叢
文
閣
「
現
代
劇

叢
書
」、『
秋
田
雨
雀
日
記
』

205　

金
子
洋
文
『
投
げ
棄
て
ら
れ
た
指
輪
』
と
新

潮
社
「
現
代
脚
本
叢
書
」

206　

有
島
武
郎
の
個
人
雑
誌
『
泉
』
の
流
通
販
売

事
情

207　

新
潮
社
、
叢
文
閣
、『
有
島
武
郎
著
作
集
』

208　

そ
の
後
の
叢
文
閣
と
矢
野
文
夫
、
長
谷
川
玖

一
『
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
研
究
』

209　

金
鈴
社
と
矢
野
文
夫
訳
『
悪
の
華
』

32353943475155596367
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230　

田
中
英
夫
『
山
口
孤
剣
小
伝
』
と
京
華
堂
・

文
武
堂
『
東
都
新
繁
昌
記
』

231　

ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
『
相
互
扶
助
論
』、『
飼
山
遺

稿
』、
泰
平
館
書
店

232　

光
風
館
、
中
興
館
、
矢
島
一
三
『
八
洲
漫
筆
』

233　

同
人
社
、
大
島
秀
雄
、
石
浜
知
行
『
闘
争
の

跡
を
訪
ね
て
』

234　

大
原
社
会
問
題
研
究
所
と
同
人
社
『
日
本
社

会
主
義
文
献
』
第
一
輯

235　

楠
山
正
雄
『
近
代
劇
十
二
講
』

236　

博
文
館
「
近
代
西
洋
文
芸
叢
書
」
と
シ
ユ
ニ

ツ
ツ
ラ
ア
、
楠
山
正
雄
訳
『
広
野
の
道
』

237　

冨
山
房
「
模
範
家
庭
文
庫
」
と
平
田
禿
木
訳

『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
漂
流
記
』

238　

楠
山
正
雄
と
『
国
民
百
科
大
辞
典
』

239　

楠
山
正
雄
『
夢
殿
』
と
講
談
社
版
『
小
川
未

明
童
話
全
集
』

220　

東
亜
堂
と
佐
々
木
邦
訳
『
全
訳
ド
ン
・
キ

ホ
ー
テ
』

221　

佐
々
木
邦
、
長
隆
舎
、
山
縣
悌
三
郎
の
内
外

出
版
協
会

222　
『
独
歩
名
作
選
集
』
と
そ
の
後
の
内
外
出
版
協

会

223　

大
町
桂
月
編
著
『
文
章
宝
鑑
』
と
『
書
翰
文

大
観
』

224　

独
歩
社
と
『
獄
中
之
告
白
』

225　

前
川
又
三
郎
、
前
川
文
栄
閣
、
小
島
烏
水

『
日
本
ア
ル
プ
ス
』

226　

六
盟
館
と
新
渡
戸
稲
造　
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
物

語
』

227　

三
陽
堂
、
東
光
社
、
三
星
社
と
菊
池
山
哉

228　
『
婦
人
之
友
』
と
『
羽
仁
も
と
子
著
作
集
』

229　

白
揚
社
、
三
徳
社
「
民
衆
科
学
叢
書
」、
有
楽

社
「
平
民
科
学
」



251　

木
星
社
書
院
と
山
岳
書
、
山
と
渓
谷
社
と
朋

文
堂

252　

芦
谷
芦
村
、
日
本
童
話
協
会
、『
模
範
実
演
童

話
』

253　

モ
ウ
パ
ッ
サ
ン
、
広
津
和
郎
訳
『
美
貌
の

友
』
を
め
ぐ
っ
て

254　

村
越
三
千
男
『
大
植
物
図
鑑
』
と
河
野
書
店

版
『
全
植
物
図
鑑
』
の
謎

255　

金
児
農
夫
雄
、
素
人
社
書
屋
、
矢
部
善
三

『
年
中
事
物
考
』

256　

成
光
館
版
『
名
作
落
語
集
』
と
金
園
社

257　

大
川
屋
の
講
談
本
『
大
岡
裁
判　

小
間
物
屋

彦
兵
衛
』

258　

岡
村
書
店
と
大
畑
匡
山
『
現
代
文
描
写
辞
典
』

259　

三
芳
屋
書
店
、
加
藤
緑
葉
『
新
時
代
の
青
年

書
翰
文
』
と
佐
藤
緑
葉

260　

深
海
泡
浪
の
春
江
堂
『
仏
教
因
果
物
語
』
と

240　

平
凡
社
『
世
界
家
庭
文
学
大
系
』、
精
華
書
院
、

楠
山
正
雄
訳
『
不
思
議
の
国
』

241　

大
村
謙
太
郎
と
精
華
書
院

242　

平
凡
社
、
下
中
緑
、
権
藤
成
卿
『
自
治
民
範
』

243　

平
凡
社
『
世
界
美
術
全
集
』
と
中
央
美
術
社

244　

杉
谷
代
水
と
『
書
翰
文
講
話
及
文
範
』

245　

冨
山
房
の
土
井
晩
翠
訳
『
オ
ヂ
ュ
ッ
セ
ー
ア
』

246　

ド
イ
ツ
語
版
キ
ン
ト
『
女
天
下
』
と
沼
正
三

『
あ
る
夢
想
家
の
手
帖
か
ら
』

247　

鈴
木
大
拙
訳
、
ス
エ
デ
ン
ボ
ル
グ
原
著
『
天

界
と
地
獄
』

248　

佐
々
木
孝
丸
訳
『
フ
ァ
ン
ニ
ー
・
ヒ
ル
』
と

解
説
「
十
八
世
紀
英
京
倫
敦
遊
里
考
」

249　

松
本
苦
味
訳
『
ど
ん
底
』
と
金
桜
堂
「
パ
ン

テ
オ
ン
叢
書
」

250　

近
田
澄
と
甲
子
出
版
社
『
精
神
修
養
逸
話
の

泉
』、「
浪
六
叢
書
」、『
浪
六
全
集
』
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273　

立
川
文
明
堂
『
明
治
大
正
文
学
美
術
人
名
辞

書
』
と
大
文
館
『
増
補
古
今
日
本
書
画
名
家

辞
典
』

274　

中
川
玉
成
堂
『
元
和
勇
士　

山
中
武
勇
伝
』、

立
川
文
庫
、
池
田
蘭
子
『
女
紋
』

275　

大
川
文
庫
と
作
者
た
ち

276　

博
多
成
象
堂
、
武
士
道
文
庫
、
凝
香
園

277　

緑
園
『
後
藤
隠
岐
』
と
武
士
道
文
庫
『
後
藤

又
兵
衛
』

278　

柳
川
春
葉
『
生
さ
ぬ
仲
』
と
代
作
者
北
島
春

石

279　

脇
坂
要
太
郎
『
大
阪
出
版
六
十
年
の
あ
ゆ

み
』
と
戸
川
貞
雄
『
第
二
の
感
激
』

280　

湯
川
松
次
郎
『
上
方
の
出
版
と
文
化
』
と
湯

川
弘
文
社

281　

崇
文
館
と
松
山
敏
『
ハ
イ
ネ
の
詩
集
』

282　

錦
城
出
版
社
、
大
坪
草
二
郎
、
太
宰
治
『
右

黎
明
閣
『
安
珍
清
姫
因
果
物
語
』

261　

坂
東
恭
吾
と
帝
国
図
書
普
及
会

262　

内
外
書
籍
の
『
花
袋
全
集
』
と
そ
の
後

263　

富
永
直
樹
と
新
詩
壇
社

264　

山
田
順
子
『
女
弟
子
』
と
徳
田
秋
声
『
仮
装

人
物
』

265　

鐡
塔
書
院
と
兼
常
清
佐
『
音
楽
に
志
す
人
へ
』

266　

京
文
社
、
音
楽
書
出
版
、
松
永
延
造
『
夢
を

喰
ふ
人
』

267　

帆
刈
芳
之
助
編
著
『
波
瀾
曲
折
巨
人
の
語
る

人
生
観
』

268　

尾
山
篤
二
郎
、「
稿
本
叢
書
」、
紅
玉
堂
書
店

269　

矢
貴
書
店
、
桃
源
社
、『
澁
澤
龍
彥
集
成
』

270　

泰
光
堂
、
河
内
仙
介
、
和
田
芳
恵
『
作
家
達
』

271　

和
田
芳
恵
と
博
文
館
『
一
葉
全
集
』

272　

近
代
文
芸
社
『
現
代
詩
の
作
り
方
研
究
』、
松

要
書
店
、
巧
人
社

257261264267270274278282285
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典
』
と
東
京
書
院

295　

橋
口
景
二
、
研
文
書
院
『
最
新
実
用
家
事
全

書
』、
大
妻
コ
タ
カ
『
ご
も
く
め
し
』

296　

神
谷
泰
治
と
大
京
堂

297　

集
文
館
と
『
和
漢
故
事
成
語
海
』

298　

佐
藤
周
一
、
牧
書
店
、
ア
リ
ス
館
牧
新
社

299　

前
田
文
進
堂
と
鈴
木
重
胤
『
和
歌
作
語
大
辞

典
』

300　

平
林
鳳
二
、
大
西
一
外
『
新
撰
俳
諧
年
表
』

と
書
画
珍
本
雑
誌
社

301　

村
田
松
栄
館
「
評
判
長
編
講
談
」
と
『
筑
紫

巷
談
妖
術
白
縫
譚
』

302　

新
島
広
一
郎
『
講
談
博
物
志
』
と
講
談
本
出

版

303　

講
談
社
「
少
年
講
談
」
と
『
評
判
講
談
全
集
』

304　

三
教
書
院
「
袖
珍
文
庫
」
と
集
文
館
「
日
本

歴
史
文
庫
」

大
臣
実
朝
』

283　

創
元
社
『
文
芸
辞
典
』
と
大
谷
晃
一
『
あ
る

出
版
人
の
肖
像
』

284　

福
永
書
店
と
徳
冨
健
次
郎
『
小
説
富
士
』

285　

坂
東
恭
吾
と
博
文
館
の
月
遅
れ
雑
誌

286　

松
木
玉
之
助
、
マ
ツ
キ
書
店
、
金
鈴
社

287　

そ
の
後
の
松
岡
虎
王
磨
と
南
天
堂

288　

貸
本
マ
ン
ガ
、
手
塚
治
虫
、
竹
内
書
房

289　

大
城
の
ぼ
る
『
愉
快
な
探
検
隊
』
と
中
村
書

店

290　

小
熊
秀
雄
（
旭
太
郎
）
と
中
村
書
店

291　

謝
花
凡
太
郎
『
ま
ん
が
忠
臣
蔵
』
と
『
勇
士

イ
リ
ヤ
』

292　

貸
本
屋
、
白
土
三
平
『
忍
者
武
芸
帳
』、
長
井

勝
一
『「
ガ
ロ
」
編
集
長
』

293　

金
の
星
社
と
黎
明
社

294　

石
黒
敬
七
監
修
『
趣
味
娯
楽
芸
能
百
科
事

330333337340344347350353356366369
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院

314　

淡
海
堂
と
南
川
潤
『
心
の
四
季
』

315　

木
村
小
舟
と
『
図
解
趣
味
の
仏
像
』

316　

金
竜
堂
と
原
浩
三
『
日
本
好
色
美
術
史
』

317　

大
洋
堂
、
小
川
菊
松
、
加
藤
美
倫
『
世
界
に

於
け
る
珍
し
い
話
と
面
白
い
噺
』

318　

小
川
寅
松
、
尚
栄
堂
、
吉
田
俊
男
『
奇
美
談

碁
』

319　

共
楽
館
『
名
人
遺
跡
囲
碁
独
案
内
』
と
丁
未

会
出
版
部
『
囲
碁
定
石
集
』

320　

香
蘭
社
と
木
村
萩
村
『
自
己
の
為
め
に
精
神

修
養
』

321　

磯
部
甲
陽
堂
と
岡
田
三
面
子
『
随
筆
虚
心
観
』

322　

堀
内
新
泉
『
人
間
百
種
百
人
百
癖
』

323　

丸
山
ゼ
イ
ロ
ク
堂
と
小
川
霞
堤
『
蛙
の
目
玉
』

324　

出
口
米
吉
、『
性
の
崇
拝
』、『
頭
註
東
海
道
中

膝
栗
毛
』

305　

富
士
屋
書
店
「
長
編
講
談
」
と
『
侠
客
国
定

忠
治
』

306　

天
田
愚
庵
『
東
海
遊
侠
伝
』、
神
田
伯
山
『
清

水
次
郎
長
』、
村
上
元
三
『
次
郎
長
三
国
志
』

307　

石
井
琴
水
『
変
態
郷
土
史
』
と
石
田
龍
蔵

『
明
治
変
態
風
俗
史
』

308　

田
中
宋
栄
堂
と
近
藤
元
粋
評
訂
『
李
太
白
詩

集
』

309　

駸
々
堂
、
坪
内
逍
遥
『
当
世
書
生
気
質
』、

『
花
道
全
書
』

310　

小
笠
原
白
也
『
女
教
師
』
と
青
木
嵩
山
堂

311　

久
世
勇
三
『
漫
画
と
落
語
の
ど
ぼ
と
け
』、
霞

亭
会
、
大
鐙
閣

312　

高
木
斐
川
『
政
治
及
社
会
思
想
』（
教
文
社
）

と
高
木
、
古
賀
峡
谷
編
『
世
界
風
俗
奇
聞
大

観
』（
廣
文
社
）

313　

中
山
太
郎
『
日
本
民
俗
学
辞
典
』
と
梧
桐
書

399402406409412416419423426429432436
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336　

ア
ル
ス
、
カ
メ
ラ
、
加
藤
直
三
郎
『
中
級
写

真
術
』

337　
「
写
真
大
講
座
」
と
福
原
信
三
「
芸
術
写
真
総

論
」

338　

中
島
謙
吉
、
光
大
社
、
三
宅
克
己
『
思
ひ
出

つ
る
ま
ゝ
』

339　
「
音
楽
大
講
座
」
と
『
声
楽
と
歌
劇
』

340　

ア
ト
リ
エ
社
、
浜
田
増
治
、『
現
代
商
業
美
術

全
集
』

341　

水
田
健
之
輔
『
街
頭
広
告
の
新
研
究
』
と

「
商
業
美
術
研
究
叢
書
」

342　

吉
田
謙
吉
「
バ
ラ
ッ
ク
装
飾
社
時
代
」
と

『
現
代
商
業
美
術
全
集
』

343　

今
和
次
郎
、
吉
田
謙
吉
編
著
『
モ
デ
ル
ノ
ロ

ヂ
オ
』『
考
現
学
採
集
』

344　

吉
田
謙
吉
『
築
地
小
劇
場
の
時
代
』
と
金
星

堂

325　

新
栄
閣
、
ダ
ル
シ
イ
『
歓
楽
の
哲
婦
』、
石
渡

正
文
堂

326　
『
随
筆
』
と
『
続
随
筆
文
学
選
集
』

327　

井
上
勤
訳
『
ア
ラ
ビ
ヤ
ン
ナ
イ
ト
物
語
』
と

岡
村
書
店

328　

同
盟
発
行
『
義
太
夫
百
二
十
段
集
』、
求
光
閣

329　

吉
沢
英
明
編
著
『
講
談
明
治
期
速
記
本
集

覧
』
と
『
講
談
作
品
事
典
』

330　

ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
大
杉
栄
訳
『
民
衆
芸
術

論
』

331　

近
藤
憲
二
『
一
無
政
府
主
義
者
の
回
想
』
と

『
大
杉
栄
全
集
』

332　

安
谷
寛
一
、
ア
ル
ス
版
『
フ
ァ
ブ
ル
昆
虫
記
』、

『
フ
ァ
ブ
ル
科
学
知
識
全
集
』

333　

長
田
秋
涛
と
中
村
光
夫
『
贋
の
偶
像
』

334　

長
田
秋
涛
『
図
南
録
』
の
再
刊

335　

ア
ル
ス
の
円
本
時
代
と
多
彩
な
企
画

478481484488491494498501505

439442445449453456460463467471474



355　

ル
ド
ル
フ
・
ロ
ッ
カ
ー
、
新
井
松
太
郎
、
麻

生
義

356　

ア
プ
ト
ン
・
シ
ン
ク
レ
ア
と
木
村
生
死
訳

『
拝
金
芸
術
』

357　

太
田
三
郎
『
瓜
哇
の
古
代
芸
術
』

358　

洸
林
堂
書
房
と
宇
田
川
嘉
彦
『
フ
ラ
ン
ド
ル

画
家
論
抄
』

359　

小
山
書
店
と
伊
藤
熹
朔
『
舞
台
装
置
の
研
究
』

360　

二
つ
の
『
ゴ
オ
ゴ
リ
全
集
』

361　

大
竹
博
吉
、
ロ
シ
ア
問
題
研
究
所
、
平
凡
社

『
ロ
シ
ア
大
革
命
史
』

362　

ナ
ウ
カ
社
、『
文
学
評
論
』、
島
木
健
作
『
獄
』

363　

北
沢
楽
天
と
『
楽
天
全
集
』

364　

ア
ル
ス
の
バ
ー
ゲ
ン
と
東
京
出
版
協
会
の
図

書
祭
記
念
『
特
売
図
書
目
録
』

365　

先
進
社
『
一
平
全
集
』
と
『
人
の
一
生
』

366　

上
村
哲
彌
、
先
進
社
「
子
供
研
究
講
座
」、
第

345　

加
藤
彰
一
の
原
始
社
と
そ
の
出
版
物

346　

今
和
次
郎
『
日
本
の
民
家
』
と
『
写
真
集
よ

み
が
え
る
古
民
家
―
緑
草
会
編
「
民
家
図

集
」』

347　

横
山
信
『
図
解
本
位
新
住
家
の
設
計
』
と

『
民
家
図
集
』

348　

高
梨
由
太
郎
、
洪
洋
社
『
建
築
写
真
類
聚
』、

『
写
真
集
失
わ
れ
た
帝
都
東
京
』

349　

石
原
憲
治
、
秋
葉
啓
、
聚
楽
社
『
日
本
農
民

建
築
』

350　

安
藤
更
生
と
春
陽
堂
版
『
銀
座
細
見
』

351　

小
川
晴
暘
、
島
村
利
正
『
奈
良
飛
鳥
園
』、
安

藤
更
生
『
三
月
堂
』

352　

ア
ト
リ
エ
社
と
原
色
版
『
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
』

353　

エ
ル
ン
ス
ト
・
デ
ィ
ー
ツ
著
、
土
方
定
一
訳

『
印
度
芸
術
』

354　

飯
田
豊
二
と
金
星
堂
「
社
会
科
学
叢
書
」

540544547550553556560563566570573

508511514517521524528531534537



377　

小
林
一
郎
「
日
蓮
上
人
遺
文
大
講
座
」
と
蓮

本
秋
郊

378　

資
文
堂
『
年
刊
俳
句
集
』

379　

交
蘭
社
、
荻
原
井
泉
水
『
俳
句
の
新
ら
し
き

味
ひ
方
』、『
廣
瀬
平
治
郎
』

380　

尚
文
堂
、
西
條
八
十
『
砂
金
』、
野
口
雨
情

『
十
五
夜
お
月
さ
ん
』

381　

抒
情
詩
と
福
田
正
夫
『
夢
見
草
』

382　

吉
屋
信
子
、『
黒
薔
薇
』、『
花
物
語
』

383　

実
業
之
日
本
社
『
芳
水
詩
集
』
と
『
少
年
世

界
』

384　
『
令
女
文
学
全
集
』
と
『
少
年
冒
険
小
説
全

集
』

385　

平
凡
社
の
戦
前
版
『
名
作
挿
画
全
集
』

386　
『
世
界
探
偵
小
説
全
集
』
の
企
画
と
代
訳

387　

平
凡
社
版
『
菊
池
寛
全
集
』

388　
『
新
進
傑
作
小
説
全
集
』
と
佐
々
木
茂
索

一
公
論
社

367　

第
一
書
房
と
宍
戸
左
行
『
ス
ピ
ー
ド
太
郎
』

368　

樺
島
勝
一
画
、
織
田
小
星
作
『
正
チ
ヤ
ン
の

冒
険
』

369　

第
一
書
房
と
若
月
保
治
『
近
松
人
形
浄
瑠
璃

の
研
究
』

370　

中
央
美
術
社
、
河
東
碧
梧
桐
『
画
人
蕪
村
』、

萩
原
朔
太
郎
『
郷
愁
の
詩
人
与
謝
蕪
村
』

371　

東
方
書
院
『
浮
世
絵
大
成
』
と
『
仏
教
聖
典

講
義
大
系
』

372　

野
口
米
次
郎
私
家
版
『
鳥
居
清
長
』

373　

大
鳳
閣
書
房
『
俳
文
学
大
系
』、
坂
戸
彌
一
郎
、

蘇
武
緑
郎
「
花
街
風
俗
叢
書
」

374　

三
井
晶
史
、『
日
本
思
想
家
史
伝
全
集
』、『
日

本
絵
巻
全
集
』

375　
「
国
訳
禅
宗
叢
書
」
と
二
松
堂

376　

中
山
由
五
郎
と
上
田
保
『
趣
味
の
法
律
』

612615618621624627631634637641644647

576580583586590593596599602606609



　

あ
と
が
き　
692

　

人
名
索
引　
710

389　

ウ
ェ
ル
ズ
『
生
命
の
科
学
』
と
小
野
俊
一

390　

文
化
学
会
と
『
社
会
思
想
全
集
』

391　

天
人
社
、『
現
代
暴
露
文
学
選
集
』、
中
本
た

か
子
『
朝
の
無
礼
』

392　

鎌
田
敬
止
と
矢
川
澄
子
『
野
溝
七
生
子
と
い

う
ひ
と
』

393　

八
雲
書
林
と
青
磁
社

394　

小
池
四
郎
と
ク
ラ
ラ
社

395　

矢
川
澄
子
、
谷
川
雁
、
矢
川
徳
光

396　

千
代
田
書
院
『
西
條
八
十
詩
謡
全
集
』
と
河

野
鷹
思

397　

西
條
八
十
「
東
京
行
進
曲
」
と
磯
田
光
一

『
思
想
と
し
て
の
東
京
』

398　

有
隣
堂
と
日
高
有
倫
堂

399　

西
條
八
十
と
郡
司
次
郎
正
『
侍
ニ
ッ
ポ
ン
』

400　

今
西
吉
雄
『
今
昔
流
行
唄
物
語
』
と
『
少
女

の
友
』

650654657660664667671674678681684688
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1　春秋社と文藝春秋社出版部

201　

春
秋
社
と
文
藝
春
秋
社
出
版
部

前
回
の
『
近
代
出
版
史
探
索
』200
の
庄
野
誠
一
に
関
連
す
る
こ
と
も
あ
り
、
文
藝
春
秋
社
を
め
ぐ
る
一
編
を
加
え
て
お

く
。
同
180
で
、
文
藝
春
秋
社
出
版
部
な
る
名
称
が
菊
池
寛
に
よ
っ
て
、
春
陽
堂
か
ら
独
立
し
た
小
峰
八
郎
に
貸
与
さ
れ
た

も
の
だ
と
既
述
し
た
。
ま
た
そ
こ
で
、
こ
の
頃
は
文
藝
春
秋
社
出
版
部
の
本
に
出
会
わ
な
い
と
も
記
し
て
お
い
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
古
本
屋
の
店
頭
で
、
ほ
る
ぷ
出
版
の
日
本
近
代
文
学
館
復
刻
の
芥
川
龍
之
介
『
侏
儒
の
言
葉
』
が

目
に
入
り
、
何
気
な
し
に
手
に
と
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
奥
付
の
発
行
所
が
文
藝
春
秋
社
出
版
部
、
発
行
人
が
小
峰
八
郎
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
れ
で
以
前
に
浜
松
の
時
代
舎
で
、
芥
川
の
『
侏
儒
の
言
葉
』
と
『
湖
南
の
扇
』
の
二
冊
を
収

録
し
た
「
春
秋
社
版
」
箱
入
セ
ッ
ト
を
買
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

帰
っ
て
探
し
て
み
る
と
、
そ
の
箱
入
セ
ッ
ト
が
出
て
き
て
中
身
を
確
か
め
た
。
す
る
と
箱
に
は
「
春
秋
社
発
行
」
と
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
冊
と
も
文
藝
春
秋
社
出
版
部
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
箱
と
中
身
が
異
な
る
組
み
合
わ
せ

に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
を
同
194
で
報
告
し
た
ば
か
り
だ
。

『
侏
儒
の
言
葉
』
と
同
様
に
『
湖
南
の
扇
』
も
ほ
る
ぷ
出
版
に
よ
っ
て
復
刻
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
四
六
判
で
、
昭
和

二
年
に
初
版
が
芥
川
の
死
を
は
さ
ん
で
刊
行
さ
れ
、
小
穴
隆
一
の
鮮
や
か
な
装
丁
が
印
象
的
で
あ
る
。
し
か
し
春
秋
社
の

箱
に
入
っ
た
二
冊
は
Ｂ
６
判
の
小
型
並
製
で
、
も
は
や
小
穴
の
装
丁
の
片
鱗
も
と
ど
め
て
お
ら
ず
、
昭
和
五
年
十
二
月
に

同
時
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
奥
付
の
発
行
日
か
ら
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
は
何
を
物
語
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
想
像
す
る
に
、
文
藝
春
秋
社
出
版
部
は
昭
和
二
年
に
刊
行
し
た
芥
川
の
二
冊
を
縮
刷
版
と
し
て
、
同
五
年
に
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出
版
し
た
が
、
売
れ
行
き
が
芳
し
く
な
か
っ
た
こ
と
と
、
同
出
版
部
が
円
本
後
の
出
版
不
況
の
中
で
経
営
的
に
苦
し
か
っ

た
こ
と
が
相
乗
し
、
春
秋
社
に
在
庫
ご
と
販
売
権
を
売
却
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
箱
と
中
身
の
版
元
の
異
な
る
事

態
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
の
春
秋
社
は
『
近
代
出
版
史
探
索
』
で
も
既
述
し
て
お
い
た
よ
う
に
、

松
柏
館
や
日
月
社
も
擁
し
、
書
店
部
門
も
抱
え
て
い
た
と
推
測
で
き
る
し
、
こ
の
売
却
は
そ
れ
ら
と
関
係
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

小
峰
八
郎
の
文
藝
春
秋
社
出
版
部
に
つ
い
て
は
『
文
藝
春
秋
三
十
五
年
史
稿
』
の
「
年
譜
」
の
大
正
十
五
年
の
と
こ
ろ

で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
同
書
に
は
そ
の
後
の
動
向
に
関
す
る
明
確
な
記
述
は
な
い
。
し
か
し
二
冊
の
縮
刷
版
の
巻

末
図
書
目
録
に
は
芥
川
の
著
作
の
他
に
、
菊
池
寛
、
久
米
正
雄
、
山
本
有
三
、
佐
佐
木
茂
索
、
秦
豊
吉
、
正
木
不
如
丘
な

ど
の
長
編
小
説
や
短
編
集
が
並
び
、
創
業
か
ら
五
年
間
で
、『
文
藝
春
秋
』
と
関
係
の
深
い
著
者
た
ち
を
中
心
に
少
な
く

と
も
三
十
冊
近
く
は
刊
行
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
日
本
橋
区
小
田
原
町
の
住
所
か
ら
し
て
、
文
藝
春
秋
社
は
麹
町
区
内
幸
町
の
大
阪
ビ
ル
内
に
あ
っ
た
わ
け

だ
か
ら
、
文
藝
春
秋
社
出
版
部
は
別
の
と
こ
ろ
で
小
峰
に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
春
秋
社
へ
の
在

庫
の
売
却
を
機
に
し
て
、
文
藝
春
秋
社
出
版
部
は
整
理
さ
れ
、
文
藝
春
秋
社
へ
と
吸
収
さ
れ
る
過
程
を
た
ど
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
大
正
十
二
年
に
菊
池
寛
の
個
人
経
営
と
し
て
始
ま
っ
た
文
藝
春
秋
社
も
昭
和
三
年
に
株
式
会
社
へ
と
移

行
し
、
薬
品
そ
の
他
の
通
信
販
売
の
代
理
部
、
麻
雀
牌
の
製
造
販
売
の
麻
雀
部
と
同
様
に
、
出
版
部
も
ま
た
収
支
損
益
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。『
文
藝
春
秋
三
十
五
年
史
稿
』
は

そ
の
こ
と
を
遠
回
し
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
れ
よ
り
先
き
「
文
藝
春
秋
社
出
版
部
」
と
い
う
名
称
を
、
社
外
の
あ
る
個
人
に
許
し
た
等
の
こ
と
と
同
じ
く
、
代
理
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部
と
い
い
、
麻
雀
部
と
い
い
、
経
理
上
明
朗
を
欠
く
点
が
生
じ
後
々
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
つ
た
。」

こ
れ
以
上
文
藝
春
秋
社
出
版
部
に
関
す
る
具
体
的
な
言
及
は
な
い
が
、
昭
和
六
年
に
起
き
た
、
編
集
部
を
中
心
と
す
る

広
告
部
や
経
理
部
を
含
ん
だ
社
内
の
根
本
的
な
整
理
と
改
革
を
経
て
、
出
版
部
も
解
体
さ
れ
、
文
藝
春
秋
社
内
へ
と
吸
収

さ
れ
た
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。

た
ま
た
ま
昭
和
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
兼
常
清
佐
の
『
音
楽
概
論
』
が
手
元
に
あ
る
。
こ
れ
は
全
二
十
四
巻
が
出
さ
れ
た

「
音
楽
講
座
」
の
第
一
篇
で
あ
る
が
、
発
行
所
は
内
幸
町
大
阪
ビ
ル
の
文
藝
春
秋
社
で
、
編
輯
兼
発
行
人
は
同
所
の
廣
田

義
夫
と
な
っ
て
い
て
、
も
は
や
出
版
部
も
小
峰
の
名
前
も
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
時
期
に
出
版
部
が

整
理
さ
れ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
、
こ
の
よ
う
な
出
版
部
の
整
理
と
消
滅
は
、
そ
の
後
の
文
藝
春
秋
社
の
書
籍
出
版
に

何
ら
か
の
影
響
と
余
波
を
及
ぼ
し
た
よ
う
で
、『
文
藝
春
秋
三
十
五
年
史
稿
』
収
録
の
「
出
版
総
目
録
」
は
昭
和
十
五
年

か
ら
の
刊
行
物
か
ら
始
ま
っ
て
い
て
、
そ
れ
以
前
の
書
籍
に
つ
い
て
は
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
な
い
。
昭
和
七
年
頃
か

ら
十
四
年
に
か
け
て
の
文
藝
春
秋
の
書
籍
は
、
過
渡
期
の
出
版
物
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
前
回
ふ
れ
た
庄

野
誠
一
は
こ
の
時
期
に
出
版
部
へ
移
っ
て
い
た
は
ず
だ
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
ほ
ぼ
三
十
年
後
に
出
さ
れ
た
『
文
藝
春
秋
七
十
年
史
《
本
篇
》』（
平
成
三
年
）
に
お
い
て
、
続
刊
の

『
文
藝
春
秋
七
十
年
史
《
資
料
篇
》』（
平
成
六
年
）
に
「『
図
書
』
総
目
録
」
の
収
録
が
予
告
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
内
容
は
「『
文
藝
春
秋
』
総
目
録
」
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、「『
図
書
』
総
目
録
」
は
実
現
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

だ
が
そ
れ
で
も
『
文
藝
春
秋
七
十
年
史
《
本
篇
》』
に
は
、『
文
藝
春
秋
三
十
五
年
史
稿
』
に
は
な
か
っ
た
小
峰
に
関
す
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る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
小
峰
は
春
陽
堂
に
長
く
い
て
、
菊
池
の
第
一
作
を
編
集
担
当
し
た
こ
と
で
、
菊

池
の
信
任
を
得
て
、
文
藝
春
秋
社
出
版
部
を
許
さ
れ
、「
僕
が
出
版
を
や
る
訳
で
は
な
い
が
名
称
を
ゆ
る
し
た
以
上
、
監

督
も
す
る
し
責
任
を
負
う
」
と
の
菊
池
の
言
、
昭
和
三
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
、
小
峰
を
『
文
藝
春
秋
』
の
発
行
名
義
人

に
す
え
て
い
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
出
版
部
も
菊
池
の
ダ
ミ
ー
、
別
働
隊
で
あ
っ
た
と
判
断
し
て
も
か

ま
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
に
し
て
、
馬
海
松
の
『
モ
ダ
ン
日
本
』、
田
中
直
樹
の
文
化
公
論
社
に
お
け

る
『
文
学
界
』
や
『
犯
罪
公
論
』
も
成
立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
ら
の
こ
と
と
、
文
藝
春
秋
社
が
刊
行
し
た
書
籍
の
全
貌
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

202　

宇
野
浩
二
『
文
芸
夜
話
』
と
金
星
堂
「
随
筆
感
想
叢
書
」

『
近
代
出
版
史
探
索
』176
な
ど
で
数
回
に
わ
た
っ
て
ふ
れ
て
き
た
新
潮
社
の
「
感
想
小
品
叢
書
」
と
よ
く
似
た
シ
リ
ー
ズ

が
、
新
潮
社
を
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
文
芸
出
版
を
始
め
て
い
た
金
星
堂
か
ら
も
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
も
挙
げ
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
前
回
の
文
藝
春
秋
社
の
命
名
も
関
係
し
て
い
る
か
ら
だ
。

以
前
に
古
書
目
録
で
、
宇
野
浩
二
の
『
文
芸
夜
話
』
を
見
つ
け
、
か
な
り
安
い
古
書
価
だ
っ
た
の
で
、
何
気
な
し
に
申

し
こ
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
目
次
の
落
丁
ゆ
え
だ
っ
た
が
、
運
よ
く
送
ら
れ
て
き
た
。
大
正
十
一
年
に
金
星

堂
か
ら
出
さ
れ
た
一
冊
で
、
本
当
に
前
半
の
百
九
十
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
部
分
の
目
次
が
欠
け
て
い
て
、
本
文
を
確
認
し
て
み

る
と
、
そ
れ
は
「
文
芸
閑
話
休
題
」
や
「
随
筆
雑
篇
」
に
あ
た
っ
て
い
た
。
目
次
も
な
い
の
で
、
中
身
を
確
か
め
る
た
め

に
ま
ず
前
者
に
目
を
通
し
て
み
た
。
す
る
と
宇
野
特
有
の
語
り
口
に
よ
っ
て
、
最
近
の
大
阪
行
か
ら
喚
起
さ
れ
た
様
々
な
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思
い
出
が
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
読
み
ふ
け
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
長
く
な
い
最
初
の
文
章
の
中
に
、
明
治
後
半
か
ら

大
正
に
か
け
て
の
大
阪
の
町
や
そ
の
変
遷
が
語
ら
れ
、
宇
野
の
大
阪
を
舞
台
と
す
る
作
品
の
補
注
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が

で
き
る
。
例
え
ば
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
一
文
だ
。

「
或
町
は
、
稍
々
大
き
く
な
つ
た
が
私
が
、
心
の
中
で
密
か
に
慕
つ
て
ゐ
た
女
を
、
そ
の
女
が
私
の
住
ん
で
ゐ
た
隣
の
家

か
ら
、
ず
つ
と
離
れ
た
方
の
或
色
町
に
、
今
考
へ
て
見
る
と
誰
か
の
多
分
妾
に
で
も
な
つ
た
の
だ
ら
う
、
煙
草
屋
に
な
つ

て
引
越
し
て
行
つ
た
。
そ
こ
へ
必
ず
一
週
間
に
一
度
く
ら
ゐ
づ
ゝ
、
少
年
ら
し
い
感
傷
的
な
心
持
を
抱
い
て
歩
い
て
い
つ

た
。
そ
の
時
の
町
筋
の
一
つ
で
あ
つ
た
、（
後
略
）」

宇
野
が
中
学
時
代
を
送
っ
た
の
は
大
阪
花
柳
界
の
宗
右
衛
門
町
の
近
く
で
、
そ
の
土
地
柄
と
そ
こ
で
暮
ら
す
少
年
の
心

象
が
こ
の
一
文
に
表
出
し
、
彼
の
文
学
の
原
風
景
を
形
成
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
宇
野
は
十
年
前
の
友
達
と
の
大
阪
行
も
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
学
の
同
級
生
の
斎
藤
青
羽
と
の
大
阪
行
で
、
ス

ポ
ン
サ
ー
つ
き
同
人
雑
誌
の
刊
行
の
た
め
だ
っ
た
。
宇
野
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
示
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
『
し
れ
え

ね
』
で
、
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
三
上
於
菟
吉
の
小
説
の
た
め
に
創
刊
号
が
発
禁
処
分
を
受
け
、
二
号
刊
行
の
画
策
が
必
要

と
な
り
、
大
阪
へ
向
か
っ
た
。
し
か
し
二
人
は
素
人
下
宿
で
二
ヵ
月
以
上
過
ご
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
二
号
は
出

さ
れ
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

『
し
れ
え
ね
』
に
関
し
て
は
、
紅
野
敏
郎
の
『
文
芸
誌
譚
』（
雄
松
堂
）、
及
び
「
出
て
き
な
さ
い
！　

し
れ
え
ね
…
『
し

れ
え
ね
』
と
私
」
に
詳
し
い
。

二
人
の
そ
の
間
の
大
阪
生
活
も
興
味
深
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
同
行
の
詩
人
の
斎
藤
青
羽
に
関
心
が
向
い
て
し
ま
う
。
宇

野
は
青
羽
の
詩
を
三
つ
以
上
見
な
か
っ
た
と
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
の
二
行
詩
を
覚
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
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そ
れ
を
引
い
て
い
る
。
そ
れ
は
「
悲
し
き
日
の
夕
べ
に
は
入
り
日
を
眺
め
、
古
り
し
日
の
古
り
し
歌
を
う
た
ひ
に
き
」
と

い
う
も
の
で
、
そ
の
詩
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宇
野
は
青
羽
と
友
達
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

青
羽
は
、
人
見
東
明
、
加
藤
介
春
、
福
田
夕
咲
、
三
富
朽
葉
、
今
井
白
楊
た
ち
が
明
治
四
十
二
年
に
結
成
し
た
自
由
詩

社
の
一
人
だ
っ
た
。
自
由
詩
社
は
機
関
紙
『
自
然
と
印
象
』
に
よ
り
、
青
羽
の
詩
の
よ
う
な
現
実
の
甘
美
な
哀
愁
や
メ
ラ

ン
コ
リ
ッ
ク
な
気
分
を
表
現
す
る
詩
も
多
か
っ
た
が
、
三
富
朽
葉
の
よ
う
な
象
徴
詩
人
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
、「
詩
の

革
命
派
」
と
も
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
青
羽
は
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
に
も
立
項
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
の
他

の
詩
に
つ
い
て
も
未
見
で
あ
る
。
た
だ
宇
野
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
外
国
語
学
校
の
フ
ラ
ン
ス
語
科
に
あ
ら
た
め
て
入
学
し
、

そ
こ
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
よ
う
に
勤
勉
な
学
生
と
な
り
、
秀
才
と
し
て
卒
業
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
た
よ
う
だ
。
別
名

を
犀
東
日
露
士
と
し
て
い
た
、
そ
の
後
の
青
羽
の
行
方
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

宇
野
浩
二
の
こ
の
『
文
芸
夜
話
』
は
中
表
紙
も
含
ん
だ
目
次
部
分
の
欠
如
も
あ
っ
て
か
、
そ
の
記
載
も
な
か
っ
た
の
で
、

単
行
本
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
時
、
紅
野
敏
郎
の
『
大
正
期
の
文
芸
叢
書
』
を
見
て
い
て
、
こ
れ
が
金

星
堂
の
「
随
筆
感
想
叢
書
」
の
一
冊
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
宇
野
の
他
に
も
佐
藤
春
夫
、
芥
川
龍
之
介
、
谷
崎
潤
一

郎
、
菊
池
寛
、
田
山
花
袋
な
ど
の
著
作
が
収
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
三
六
判
の
フ
ラ
ン
ス
装
、
ポ
プ
リ
ン
表
紙
で
統
一
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
。
紅
野
は
記
し
て
い
る
。

「
こ
の
金
星
堂
の
「
随
筆
感
想
叢
書
」
は
、
新
潮
社
の
「
感
想
小
品
叢
書
」
と
対
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
大
正
文
学
の

特
質
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
私
小
説
、
心
境
小
説
の
あ
り
よ
う
と
も
か
ら
み
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
く
べ
き
要
素
を
持
っ
て

い
る
。（
中
略
）

「
随
筆
感
想
」
で
あ
る
故
に
、
著
者
自
身
の
ナ
マ
ミ
の
姿
、
本
音
を
聞
く
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
が
当
時
の
文
壇
の
状
況
を
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と
」
が
述
べ
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「（
前
略
）
社
会
主
義
運
動
の
独
立
化
後
間
も
な
く
幸
徳
事
件
の
勃
発
あ
り
、
社
会
主
義
運
動
は
峻
厳
な
る
弾
圧
の
下
に

置
か
れ
、
多
く
の
社
会
主
義
書
も
亦
、
そ
の
著
訳
書
と
均
し
い
迫
害
を
被
つ
た
。
か
く
し
て
国
禁
の
烙
印
を
帯
び
さ
せ

ら
れ
て
読
書
界
か
ら
姿
を
消
し
た
既
刊
書
を
追
跡
す
る
こ
と
の
困
難
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
或
は
秘
密
出
版
と
し
て
或
は

種
々
の
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
を
用
ゐ
て
出
版
流
布
せ
ら
れ
た
諸
文
書
を
今
日
蒐
集
す
る
こ
と
の
困
難
は
殆
ん
ど
絶
対
に
近
か

い
。
加
ふ
る
に
こ
れ
ら
禁
断
書
の
数
少
な
い
避
難
所
で
あ
つ
た
社
会
主
義
者
は
屢
々
不
断
の
迫
害
の
下
に
、
或
は
家
宅
捜

索
、
或
は
転
々
流
浪
の
生
活
、
或
は
生
活
の
窮
乏
等
の
た
め
に
、
彼
等
の
貴
重
な
る
蔵
書
の
全
部
又
は
一
部
を
失
は
ざ
る

を
え
な
か
つ
た
。
か
く
て
加
へ
て
か
の
大
震
災
は
辛
う
じ
て
生
残
し
た
こ
れ
ら
極
め
て
珍
貴
な
る
諸
文
書
の
少
か
ら
ざ
る

部
分
を
灰
燼
に
帰
せ
し
め
た
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
此
様
な
事
情
の
下
に
あ
つ
て
完
全
な
る
本
邦
社
会
主
義
文
献
誌
を
編
纂

す
る
こ
と
は
想
像
以
上
の
難
事
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
必
要
も
ま
た
此
上
な
く
大
き
い
の
で
あ
る
。」

今
で
は
も
は
や
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
出
版
と
い
う
行
為
が
常
に
こ
の
よ
う
な
国
家
権
力

と
の
緊
張
を
孕
み
、
読
む
こ
と
も
所
有
す
る
こ
と
も
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
事
態
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
も
長

く
続
い
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
は
社
会
主
義
書
ば
か
り
で
な
く
、
性
を
め
ぐ
る
言
説
か
ら
、
詩
や
小
説
に
至
る
ま
で
、
そ
の

よ
う
な
社
会
状
況
の
中
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
そ
れ
は
近
年
に
な
っ
て
も
続
い
て
い
た
し
、
現
在
も

ま
た
か
た
ち
を
代
え
て
存
続
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。

ま
た
こ
の
『
日
本
社
会
主
義
文
献
』
第
一
輯
の
実
際
の
編
纂
は
、
同
研
究
所
図
書
部
員
の
内
藤
赴
夫
に
よ
る
も
の
で
、

そ
れ
は
『
近
代
出
版
史
探
索
』182
な
ど
で
も
ふ
れ
て
き
た
木
村
毅
の
懇
篤
な
る
協
力
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。
お
そ
ら
く

大
正
四
年
以
後
の
第
二
輯
も
構
想
さ
れ
、
資
料
収
集
も
進
ん
で
い
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
同
人
社
の
退
場
に
よ
っ
て
そ
れ
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は
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
同
書
巻
末
に
は
百
冊
近
い
単
行
本
の
「
同
人
社
出
版
図
書
目
録
」
が

収
録
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
も
偶
然
の
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
同
人
社
と
大
島
の
そ
の
後
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
五
十
年
史
』
を
通

読
し
て
み
て
、
あ
ら
た
め
て
社
会
主
義
と
そ
の
研
究
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
い
わ
ば
出
版
が
端
女
の
立
場
に
あ
る
こ
と
が

察
せ
ら
れ
る
。
同
書
に
は
研
究
所
の
多
く
の
人
々
の
集
合
写
真
が
口
絵
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
大
島

の
名
前
は
見
ら
れ
な
い
。
前
回
記
し
た
大
島
の
経
歴
か
ら
す
れ
ば
、
彼
は
研
究
所
の
不
可
欠
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
の
に
。

同
人
社
の
後
を
引
受
け
た
栗
田
書
店
、
そ
れ
ら
を
戦
後
に
な
っ
て
継
承
し
た
と
見
な
し
て
も
い
い
法
政
大
学
出
版
局
の

こ
と
は
ま
た
別
の
と
こ
ろ
で
語
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

235　

楠
山
正
雄
『
近
代
劇
十
二
講
』

し
ば
ら
く
飛
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
大
正
時
代
の
戯
曲
や
演
劇
の
こ
と
に
も
う
一
度
ふ
れ
て
み
た
い
。

大
正
時
代
の
戯
曲
や
演
劇
を
め
ぐ
っ
て
何
編
か
書
き
、『
秋
田
雨
雀
日
記
』
な
ど
も
参
照
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
に
必

ず
登
場
し
て
く
る
人
物
が
い
て
、
そ
れ
は
楠
山
正
雄
で
あ
る
。
金
子
洋
文
の
『
投
げ
棄
て
ら
れ
た
指
輪
』
の
巻
末
広
告
に

あ
る
新
潮
社
の
海
外
演
劇
の
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ク
、
メ
エ
テ
ル
リ
ン
ク
、
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト
な
ど
も
彼
の
翻
訳
と
な
っ
て
い

る
し
、
本
書
205
の
年
表
で
示
し
た
様
々
な
劇
団
に
も
関
係
し
、
そ
の
名
前
が
広
く
見
出
さ
れ
る
。

そ
し
て
ゴ
シ
ッ
プ
的
に
い
え
ば
、『
秋
田
雨
雀
日
記
』
に
苦
々
し
げ
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
島
村
抱
月
の
死
後
、
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130, 176-77

引頭百合太郎　156

ヴァーツラフ・ニジンスキー
　669-70

ヴァスィリー・エロシェンコ
　12

ヴィッキイ・バウム　54

宇井伯壽　603

ウィリアム・グリス　107

ウイルデンブルク　148

ヴィルヘルム・ベルシェ　
105

植竹喜四郎　63, 66-7
上田保　338, 340, 609-10

上田敏　91

上田由太郎　79

上畠益三郎　88

上原才一郎　116

上村勝弥　574

上村勝也　578-79

上村清敏　574, 578

上村哲彌　577-79

植村正久　293

ウォルト・ホイットマン　
287

ヴォルフガング・シヴェルブ
シュ　494

宇崎祥二　294

宇佐美承　319

臼田亜浪　617, 620

宇高兵作　96

宇田川嘉彦　550

内田伝一　464

内田秀男　94

内田魯庵　142, 605

内村鑑三　582

内村順也　582

内本実　489

内山兼堂　186

宇野浩二　4-6, 63-4, 66-7, 70, 
92, 142

宇野千代　104

生方敏郎　381

梅田俊英　40, 43-5, 104, 119-
20, 123

梅津勝夫　25

梅原北明　58, 79, 100, 170, 
379, 399, 437, 436, 443, 445, 
548

梅原龍三郎　33

ウラジーミル・レーニン　
44-6

瓜生卓造　183-84

永戸俊雄　54

江口清　36

エゴン・シーレ　131

エドゥアルト・フックス　
517

江藤潔　171-73

エドガー・アラン・ポー　
177

エドガー・ウォーレス　642

江戸川乱歩　407, 562, 568, 
636, 641-43, 645

エドマンド・バックレイ　
436

エドモン・ド・ゴンクール　
130

エドモンド・デ・アミーチス
　144

エドワード・ウィリアム・レ
イン　448

エドワード・サイード　446

エドワード・Ｃ・ヘゲラー　
169

榎本秋村　441

榎本文雄　396

江場千代松　461

海老原丑之助　397

エマ・ゴールドマン　541

エミール・ヴェルハーレン　
551-52

エミール・ゾラ　30, 35, 60, 
114, 393-94, 439, 442, 682

江見水蔭　271, 391

エルンスト・ディーツ　534-
35, 537

エルンスト・ローベルト・ク
ルツィウス　28

エレナ・ポーター　145

円地文子　228

小穴隆一　1

大江恒吉　522

大川錠吉　264

大木惇夫　7, 539

大木篤夫　465

大口理夫　536

大隈重信　110, 127

大隈信常　472

大熊喜邦　513

大河内伝次郎　685

大澤貞蔵　439

大澤得二　196

大澤正道　543

大下藤次郎　153

大島匡助　439, 442

大島憲二　677

大島秀雄　122-23, 126
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627, 635

生田長江　64, 66, 133, 307

生田蝶介　7, 540

井口孝親　120

池内紀　131

池田修　446

池田大伍　18

井家忠男　154, 156

池谷信三郎　648

池田義信　627

池田蘭子　261, 263-64, 357

池部釣　74, 581

池村鶴吉　450-51

石井鶴三　487, 568

石井琴水　379

石井研堂　198, 380, 689

石井柏亭　155

石躍信夫　286-88

石川謙次郎　373

石川三四郎　105, 113, 150, 
655

石川淳　528

石川啄木　205

石川千代松　651-52

石川寅吉　415

石川正雄　374

石黒敬七　331

石黒忠篤　513

石坂養平　59

石田英助　314

石田龍蔵　379-81

石塚純一　91

石野観山　442-43

石野径一郎　304

石橋思案　215

石浜知行　41, 120-22

石浜金作　648-49

石原憲治　521-22

石山徹郎　56

李修京　41

泉鏡花　205, 274-75, 418, 448

伊勢貞夫　244

磯田光一　69, 680-82

磯部辰次郎　240, 426

磯山盛雄　218

伊多波英夫　111--12

板谷吉太郎　432

市川猿之助　17-8
市川正一　44

市川壽美蔵　18

市川義雄　44

市古貞次　589

市島春城　472

市村俗仏　277

井出孝平　508

伊藤嘉一　380

伊藤喜久造　639

伊藤熹朔　553-55

伊藤銀月　91

伊藤松宇　600

伊藤信吉　213

伊東深水　646

伊藤大輔　685

伊藤整　48, 86, 565

伊藤竹酔　60, 547

伊藤痴遊　79, 645

伊藤野枝　460

伊藤博文　468

伊藤松五郎　380

伊藤道郎　554-55

伊藤靖　41-2
伊東芳次郎　73

伊東六郎　57-9
稲岡勝　422

稲岡奴之助　391

稲垣足穂　586

犬養健　648-49

井上勇　442

井上勝五郎　451

井上十吉　54

井上精一郎　295

井上勤　446-48

井上哲次郎　603, 605

井上当蔵　54

井上日召　614

井上正春　235

井上豊　665

猪木卓二　443, 445

猪俣津南雄　655

今井徹郎　182

今井白楊　6

伊馬鵜平　54

今西吉雄　688-91

今野賢三　15, 32

今村謙吉　293

今村次郎　206, 454

岩下小葉　635

岩田誠一郎　190

岩田専太郎　638-40

岩田豊雄　466

岩波茂雄　230

岩野泡鳴　14, 683-84

岩橋遵成　605

岩淵達治　131

岩谷山梔子　616

巖谷小波　186-87, 215, 406, 
600

イワン・ツルゲーネフ　8, 
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人　名　索　引

あ行

アーネスト・ヘミングウェイ
　657

靉靆居士　79

会津八一　118, 528-31

青木育志　390-91

青木月斗　352

青木茂　531

青木恒三郎　390

青木正児　386

青木美夫　79

青野季吉　443, 577

青柳若雄　439, 441

青山杉作　18

赤壁徳彦　513

赤松克麿　655

赤松義麿　56

秋田雨雀　12-5, 19, 127, 142, 
146, 149, 177

秋野村夫　441

秋元謄一朗　532

芥川龍之介　1-2, 6, 650

朝倉剛　37

朝倉治彦　178

浅野孟府　499

浅野弥太郎　79

朝比奈知泉　80

蘆原英了　54

芦谷重常　185-88

飛鳥哲雄　499

足助素一　12, 14, 19-26, 33-4, 
43-4, 78, 461

足助たつ　22

麻生義　540, 542-43

麻生武治　182

麻生久　41, 394

足立欽一　227-28

足立巻一　259, 261, 263

足立源一郎　532

渥美清　301

アドリエンヌ・モニエ　35

アナイス・ニン　672

アナトール・フランス　177

穴山篤太郎　682

姉崎正治　472

アプトン・シンクレア　544-
46

安部磯雄　655

阿部次郎　130

安倍能成　682

天田愚庵　378-79

天野哲夫　164

新井泉男　502

新井松太郎　540, 542

荒川実蔵　44

荒川洋治　675

荒城季夫　548

荒畑寒村　108, 462, 477, 654-
55

アラン・ドロン　131

有島武郎　12, 14-5, 19-25, 33, 
43, 113

有本芳水　631, 633

アルトゥル・シュニッツラー
　130-32

アルフレッド・キント　165

アレキサンダー・ポープ　
162-63, 171

アレクサンダー・バークマン
　465

アレクサンドル・デュマ　
98, 469

淡路呼潮　277

安斎育郎　40

安西徹雄　347

安藤更生　524-31, 681

安藤忠義　528

安藤礼二　667

アンドレ・ジイド　26

アンドレ・ミシェル　154

アントワーヌ・ガラン　446

アントン・チェーホフ　57, 
178, 509-10

アンナ・ブブノワ　654

アンリ・バルビュス　32-4, 
38, 40

アンリ・ベルクソン　96

飯尾謙蔵　619-20, 622-23

飯沢耕太郎　479, 485-86, 492

飯島正　54-5
飯田旗軒　114

飯田豊一　453, 456, 637, 540

飯田豊二　538-39, 544

飯塚徳太郎　186

五十嵐力　91

五十嵐利治　498

井狩春男　268

生田春月　64, 66, 239, 255, 
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